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報 告 協 議 事 項 

１、 ２月行事予定について(生涯学習課) 

２、 広島版「学びの変革」アクション・プランについて 

３、 平成 26 年度広島県学力調査報告書について 

４、 服務規律の厳正確保について 

５、 その他 

 

 



 

  

【議事録】 

 

 日程第 1、 

 委員長） 

  定刻になりましたので、平成 27 年第 2 回安芸太田町教育委員会を開催いた

します。 

（午後 2 時 30 分 開会） 

 日程第 2、 

  教育長報告 

 

 教育長） 

  協議、報告をさせていただきます。 

（以下、報告・協議資料１ページにより報告する。） 

 

１、1～2月の学校等の状況 

① 広島県学力向上研究発表会        1/10 

② 第１回教育委員会会議          1/15 

③ 文部科学大臣表彰優秀教員 松本養護教諭 1/19 

④ 学校適正配置基本方針説明会       1/20 

⑤ 文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校 殿賀小学校 1/21 

⑥ 安芸太田町人権教育公開研究会      1/21 

⑦ 立志式                 1/31 

⑧ 東京大学との研究連携「新しい学びプロジェクト協議会」研究報告会 

                         2/6、7 

⑨  広島県教育奨励賞受賞 萩原教諭     2/13 

 

 ２、安芸太田町学校適正配置基本方針説明会、議会の状況 

  ① 地域説明会の状況 

     1 月 20 日 上殿地域（第３回） 

  ② 学校適正配置計画調査特別委員会（議会） 

     加計小学校改修工程変更説明 

 

 ３、平成 27 年度への対応 

  ① 町内小中学校のＩＣＴ教育の充実 

  ② 小学校英語活動、中学校英語教育の充実････ＡＬＴの有効活用 

  ③ 「学校教育」は、「地・徳・体」のバランスのとれた基礎基本の定着と

向上を図り、「信頼される学校づくり」を実現する。 

④  次年度の主な取り組み 

 ＊協調学習を取り入れた授業の拡大を図る。 

 ＊授業改善研究により教員の指導力・能力向上を目指す。 

 ＊全国学力学習状況調査における分析と向上を図る。 

 ＊Ｋ授業、Ｔ授業の本格実施 



 

 ４、その他 

  教職員の服務規律の厳正確保 

   ＊セクハラ、飲酒運転、交通事故等の未然防止のため更なる徹底を図り

ます。 

 

 委員長） 

  ご質問等がありますか。 

 

  教職員の交通安全に関しての研修会をされましたが、研修は、１度だけな

のでしょうか。 

 

 指導主事） 

  １回やればいいとは思いません。今後も続けていきたいと思っております。 

 

 委員長） 

  次をお願いします。 

  

 日程第３、報告・協議 

   

 生涯学習課長） 

  1、２月行事予定 

   山村スキー交流会（山口県上関町子ども会育成連絡協議会） 2/14 

（報告・協議資料３ページにより報告する。） 

 

 教育長） 

  何人来られますか。 

 

 生涯学習課長） 

  指導者を含め 40 から 50 人です。スキーは人気があります。 

  平成 27 年度は安芸太田町から上関町にまいりますが、多く参加できるよう

工夫、計画します。 

 

 河野委員） 

  本町からスキーは何人参加しますか。 

 

 生涯学習課長） 

  20 人くらいです。 

 

 清胤委員） 

  この交流会は、子どもたちにとってもとてもいいことだと思います。 

 

 河野委員） 

  スキーの人気も落ちていると聞きます。地元を含めて取り組みの一つとさ

れたいと思います。 



 

 教育長） 

  上関町の教育長からも長く続けてほしいとのことです。 

 

 指導主事） 

  ２、広島版「学びの変革」アクション・プランについて   

 （別添  資料 1  により説明する。） 

 

  ３、平成 26 年度広島県学力調査報告書について 

 （別添  資料 2  により説明する。） 

    取組みと結果がどう結びついているのか分析を説明する。 

 

    安芸太田町は、中学校の理科の通過率が高いと紹介されました。   

    今後も取り組んでまいります。 

 

 委員長） 

  漢字もよく使うからわかるのでしょうか。普段あまり使わない漢字は読め

ないのでしょうか。 

 

 指導主事） 

  衣服という言葉は会話の中ではあまり使わない言葉です。本をよく読む子

は言葉としてわかりますが、通過率が低い子には難しいと思われます。また、

アウトプットが重要と言われています。積極的に漢字を使う場面を設定し、

日記、作文、人前で話すなどの取り組みを進めてまいります。 

 

 教育長） 

  県は、「学びの変革」アクション・プランについては、23 市町で 30 校を指

定するので、本町も指定されるものと思います。 

  本町では、すでにできる状況を作っているので、すぐにできます。インプ

ット、アウトプットにぴったりとはまります。本町がやっていることを他市

町が始めるということだと思います。 

 

 管理主事） 

  服務規律の厳正確保について 

（報告・協議資料 5～6 ページにより報告する。） 

 

  昨年度と比較 平成 25 年度（1/10 時点）34 件 

         平成 26 年度（  〃  ）9 件 となり、取り組みの成果

だと思われます。引続き取り組んでまいります。 

 

 河野委員） 

  非常勤講師は、どういう採用の仕方ですか。 

 

 指導主事） 

  広島県教育委員会に採用希望者の登録があり、書類選考を行った後、面接



へと進めて非常勤として臨時的に任用します。 

 

 河野委員） 

  人数としては、多いのでしょうか。 

 

 指導主事） 

  年次当初は多いですが、この時期には少なくなってきます。 

 

 教育長） 

  県内で 2,000 人くらいが、非常勤、臨時と思われます。 

  免許更新制度により更新した人しか雇えないので、厳しい状況です。 

 

 河野委員） 

  研究発表などで先生に負担は生じていませんか。それによる家庭への影響

を心配します。新たな研究校の指定とか、いいことだと思う反面、気になり

ます。 

 

 指導主事） 

  勤務時間については、入退校時間の集計を毎月提出してもらいます。退校

時間の遅くなる職員には教育委員会も指導しております。 

  広島県教育委員会も業務改善のモデル校として、加計小学校、戸河内中学

校を指定し、本来の子どもへの指導に時間を充てるため、それ以外の校務に

かかっている時間の調査等をし、取り組んでいます。 

 

 委員長） 

  ほかにないようでしたら、その他をお願いします。 

 

 ５、その他 

管理主事） 

  それでは、次回の会議日程の調整をお願いします。 

 

（ 日程を協議する。 ） 

 

 委員長） 

  では、次回は 2 月 18 日水曜日午前 9 時集合、午前 9 時 30 分開会を予定し

ます。 

  ほかにありませんか。 

 

（ な    し ） 

 

  ないようですので、本日の平成 27 年第 2 回教育委員会会議は、以上をもっ

て閉会します。 

 （午後 3 時 28 分 閉会） 

 

 


